
９ 題材指導計画 

時 ねらい 学習活動 評価規準，指導・援助 

①
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現 

生活の中で利用
されている様々なエ
ネルギー変換が社
会や環境に果たし
ている役割と影響に
ついて再確認しな
がら，製作の見通し
をもつことができる。 

○省エネルギー変換の技術について交流する。 
 

 
 
○ソーラー（太陽光発電）の果たす役割について考える。 
○どういった場面で利用することができるのか、利用方法に
ついて意見交流する。 

 

・教科書を参考に，新幹
線の消費電力の推移が
分かるようにする。 
・自然エネルギーが不安
定であることを導く。 
 
≪関心・意欲・態度≫ 
持続可能な社会の実

現に向けて，省エネルギ
ーに配慮しながら自然エ
ネルギーである太陽光を
利用する見通しがもて
る。 

②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
利
用 

ＬＥＤと蛍光灯の
エネルギー効率や
コスト，寿命などを
比較・検討すること
で，製作品に適した
エネルギー変換方
法を理解することが
できる。 

○近年普及しているＬＥＤが日常生活のどこに使われている
かを考える。 

 

 
 
○白熱電球，蛍光灯，ＬＥＤの明るさや消費電力やコストなど
を比較し，ＬＥＤの特徴を知る。 

○ＬＥＤの特徴から，どのように利用していくとよいかを考え
る。 

 

 

・ＬＥＤが使われている機
器の例を調べるとともにＬ
ＥＤには点灯電圧がある
ことを，実験によって示
す。 
 
 
 
 
≪知識・理解≫ 
私たちの身の回りで使

われているＬＥＤの特徴
を知り，その効果的な利
用方法を理解している。 

 
 

③
製
作
品
の
設
計
要
素
の
検
討 

製作品の設計要
素として，抵抗器や
コンデンサ，トランジ
スタといった様々な
部品には、それぞ
れの働きがあること
を知る。 

○回路で使用されているものを確認する。 

 

○各部品の働きについて確認する。 
○電気回路には，昇圧回路が仕組まれており，省エネルギー
を考慮した回路になっていることを知る。 

 

・部品の名称について確
認する。 
・回路の仕組みについて
知る。 
 
 
≪知識・理解≫ 
製作品の設計要素とし

て，回路の工夫があること
を理解している。 

④
電
流
の
制
御
と
回
路 

ＬＥＤの点滅回路
の作成を通して，抵
抗器やコンデンサ
などの部品の働きを
活用することで，点
滅の回数を速くした
り遅くしたりできるこ
とに気付き，安全や
危険を知らせるため
の回路を考えること
ができる。 

○身の回りにある点滅回路の目的について考える。 
 

 
 
○抵抗器やコンデンサを用いて、点滅回路の間隔を変えるこ
とができる。 

○工事現場で安全に活用するにはどのような点滅がよいかを
考えることができる。 

 

・昼と夜の工事現場の様
子から安全のために点
滅回路が用いられている
ことを知る。 
・目的に応じて部品を選
択できるようにする。 
 
≪工夫・創造≫ 
抵抗器とコンデンサの

特性を生かし，安全や危
険を知らせるための回路
を考えている。 

 
 

 技術の発達によって消費電力が大幅に減少してい
るなど，省エネルギーに配慮されていることがよく分
かった。しかし，自然エネルギーをどのように取り入
れるかが今後の課題になってくると思う。 

ソーラー充電ＬＥＤライトはどのような目的を果
たすことができるのだろうか。 

 ＬＥＤを使うことで節電や省エネルギーとなり環
境を守ることができる。用途によって使い分けるとよ
い。 

ＬＥＤの利用は私たちの生活にどのような変化を
もたらしているのだろうか。 

部品の働きや回路の仕組みによって、省エネルギー
となり環境を考慮することにつながっていることが
分かった。 

部品にはどのような働きがあるのだろうか。 

安全を考慮した点滅回路は、部品の働きを利用して
製作できる。また、身の回りの点滅についても調べた
い。 

ＬＥＤを使って，安全や危険を知らせるには，どう
すればよいのだろうか。 



⑤
制
御
す
る
部
分
の
選
択 

各センサの特徴
を踏まえ，自分の使
用目的や使用条件
に合わせたセンサ
を選択するための
知識を身に付けるこ
とができる。 

○身の回りに使用されているセンサの働きを確認する。 
 

 
 
○各センサの働きを確認する。 
○自分の使用目的や使用条件に合ったセンサを選択するに
は、どのセンサの働きを生かせばよいのか考える。 

 

・身の回りに使用されて
いる各種センサの働きを
示す。 
 
≪知識・理解≫ 
各センサの特徴を踏ま

え，自分の使用目的や使
用条件に合わせたセンサ
を選択するための知識を
身に付けている。 

⑥
組
み
立
て 

電動ドリルを用い
て，ＬＥＤライトのケ
ースとなるタッパに
穴を空け，正確に基
板や電池ＢＯＸ，ス
イッチの取り付けを
行い，組み立てる準
備を行うことができ
る。 

○ＬＥＤライトのケースにタッパを用いることを知り，安全に利
用する方法について知る。 

 

 
 
○電動ドリルの使用方法について知る。 
➡安全に活用する方法について示範を見て使い方を覚え
る。 

○穴の位置がずれないようにして，安全に各部品が固定でき
るようにする。 

 

・固定する目的について
知る。 
➡安全性を考慮した製作
をする。 
 
 
 
≪技能≫ 
ドリルを用いて，部品を

固定するための穴あけを
し，ＬＥＤライトや基板を
正確に組み立てることが
できる。 

⑦
部
品
の
取
り
付
け 

基板に抵抗器を
取り付けることを通
して，接合不良のな
い正確なはんだづ
けができる。 

○電子基板に取り付ける部品を確認するとともに，その接合
方法として，はんだづけをすることを知る。 

 

○はんだづけの示範を見て，はんだづけのこつを探る。 
○意見を交流する。 
○極性のない部品（抵抗器）のはんだづけをする。 

 

・熱したフライパンの上で
バターをとかすようなイメ
ージで，ランドの部分を
温めてからはんだをとか
すことを指導する。 
 
≪技能≫ 
基板に抵抗器を取り付

けることを通して，接合不
良のない正確なはんだづ
けができる。 

⑧
極
性
の
あ
る
部
品
の
取
り
付
け 

部品の極性が分
かるように形状の特
徴や極性の表示が
あることに気付き，
極性のある部品を
正確に取り付けるこ
とができる。 

○豆電球とＬＥＤの点灯実験を比較し，ＬＥＤには極性がある
ことを確認するとともに，極性があるその他の部品も確認す
る。 

 

○部品を観察し，極性が分かるような形状になっていること
や，表示があることを知る。 

○ＬＥＤ，電解コンデンサのはんだづけをする。 

 

・ＬＥＤの点灯実験から，
極性を間違えると機器が
動作しないことを確認す
る。 
 
 
≪技能≫ 
部品の極性が分かるよう
に形状の特徴や極性の
表示があることに気付き，
極性のある部品を正確に
取り付けることができる。 

各センサの働きを考え、使用目的や使用条件に合っ
たセンサを選択する必要がある。 

自分の使用目的や使用条件に合った働きをするセ
ンサを選ぶにはどうしたらよいのだろうか。 

安全に製作品を利用するには，正確に固定する必要
がある。 

基板や電池ＢＯＸ，スイッチを固定するにはどうし
たらよいだろうか。 

はんだごての使い方が分かった。ランドを十分にあ
たためてから，はんだを付けたら，山型のはんだづけ
ができることが分かった。 

正確な接合をするには，どのようにはんだづけをす
ればよいだろうか。 

ＬＥＤや電解コンデンサなど，極性がある部品をは
んだづけする時には，表示や形状から極性を確認して
正確に取り付けることができた。 

部品の極性を間違えないようにはんだづけをする
には，どうしたらよいだろうか。 



⑨
点
灯
の
仕
組
み 

付属の太陽光パ
ネルで安定的にＬＥ
Ｄを点灯させるに
は，電圧を上げたり
充電したりする必要
があることに気付
き，限られたエネル
ギーを効率よく利用
するための知識を
身に付けることがで
きる。 

○付属の太陽光パネルに直接ＬＥＤを接続して点灯するかを
確かめる。 

 

○太陽光パネルやＬＥＤの特性を見つけるための実験を行
う。 

○常夜灯として使っていくにはどうすればよいか考える。 
○太陽光発電システムの全体をつかむ。 
○常夜灯の基板に太陽光パネルと充電池を取り付ける。 

 

・入力電圧と出力電圧に
差があることを示しなが
ら，基板が昇圧している
ことに気付くことができる
ようにする。 
 
 
 
 
≪知識・理解≫ 
電圧を上げたり充電した
りする必要があることに気
付き，限られたエネルギ
ーを効率よく利用するた
めの知識を身に付けてい
る。 

⑩
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
た
な
利
用 

電気自動車とガソ
リン車のエネルギー
変換に関する技術
を比較・検討するこ
とで，その効果と課
題に気付き，持続可
能な社会の構築の
ためにどう活用して
いくとよいか，適切
な解決策を見いだ
すことができる。 

○ソーラー充電ＬＥＤライトの製作の学習をふり返り，エネル
ギー変換に関する技術の最先端である電気自動車に乗車
する。 

 

 
 
○電気自動車の説明を受ける。 
○電気自動車とガソリン車のメリットとデメリットについて考え，
発表する。 

○エネルギー変換に関する技術の効果と課題に気付き，持
続可能な社会の構築のために，今後どのように活用してい
くとよいか，適切な解決策を考え，まとめる。 

 

・電気自動車とガソリン車
について，燃費や動力
性能，インフラの整備状
況について知り，今現在
使用していくにはどちら
を使うか，今後どうなると
よいか考える。 
 
 
 
≪工夫・創造≫ 
エネルギー変換の効果と
課題に気付き，持続可能
な社会の構築のためにど
う活用していくとよいか，
適切な解決策を見いだし
ている。 

⑪
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用 

今日的な課題で
ある原子力発電や
節電などに着目し，
豊かに生活を送る
ための適切なエネ
ルギー利用につい
ての解決策を示す
ことができる。 

○東日本大震災の映像や記事（原発事故や停電など）を見
て，改めて豊かな生活を送ることの幸せについて考える。 

 

 
 
○原子力発電の仕組みとその危険性，原発停止によって電
力が不足し，計画停電が行われた実情について知る。 

○安全な社会を目指し，地球にやさしいエネルギーの利用
や，節電の在り方を考え，適切なエネルギーを利用するた
めの解決策をもつ。 

 

・東日本大震災以降の原
子力発電所のあり方につ
いての新聞記事や資料
を調べ，今後のエネルギ
ーの利用の仕方につい
て考えることができるよう
にする。 
 
≪関心・意欲・態度≫ 
環境保全や変換効率の
向上，省エネや節電の必
要性を踏まえて，持続可
能な社会の実現に向けて
適切なエネルギー変換に
関する技術についての解
決策を見いだそうとして
いる。 

 

太陽光パネルに直接ＬＥＤを接続しても点灯し
なかったので，とても驚いた。ＬＥＤが点灯するた
めには電圧が 3Ｖほど必要で，そのために基板で電
圧を高めたり，基板を介して充電したりして，必要
な時に取り出して利用していくことが必要である
ことが分かった。 

付属の太陽光パネルでＬＥＤを点灯させ，常夜灯と
して使っていくにはどうしたらよいだろうか。 

 電気自動車は二酸化炭素が出なくて環境にいい
から普及するといいのに，社会の整備が追いつい
ていないことが分かった。エネルギーの効率がい
い製品をみんながいっぱい使えば，社会の体制が
整うようになるから，進んで使うとよいと思った。 

電気自動車とガソリン車を比較し，それぞれのメリ
ットとデメリットについて考えよう。 

 エネルギー効率やエネルギー変換に関するコスト
を考えてエネルギーを利用していくことが大切だと
思うけれど，一方で環境や人体に与える影響につい
ても考えていくことで，本当に豊かな生活をするこ
とができる。今後は，将来のことを見据えたエネルギ
ーの有効利用を考えていきたい。 

豊かな生活を送るために、今後わたしたちはどのよ
うにエネルギーを利用していけばよいだろうか。 


